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地
域
の
基
幹
産
業
と

し
て
酪
農
推
進
に
つ
い
て
町

の
中
期
的
な
展
望
を
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
明
治
25
年

に
乳
用
牛
を
導
入
以
来
、
昨

年
乳
用
牛
導
入
１
３
０
周
年

を
迎
え
、
酪
農
は
町
の
基
幹

産
業
と
し
て
地
域
経
済
の
中

心
を
担
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
原
油
価
格
の
高

騰
、
円
安
の
進
行
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
な
ど
の
影
響
に
よ

る
酪
農
生
産
資
材
高
騰
に
加

え
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

後
継
者
や
労
働
力
の
不
足
に

よ
り
、
酪
農
家
・
生
乳
生
産

量
と
も
に
減
少
傾
向
が
続
き
、

酪
農
経
営
環
境
は
か
つ
て
な

い
ほ
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。

　
町
で
は
、
平
成
26
年
度
に

１
０
０
年
先
ま
で
持
続
す
る

酪
農
郷
を
め
ざ
し
た
「
新
葛

巻
型
酪
農
構
想
」
を
策
定
し
、

平
成
28
年
度
に
は
酪
農
家
の

生
産
構
造
改
善
促
進
を
支
援

議
員

町
長

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

酪農業推進の中期的展望は

現状に即し経営の持続を支援

一般質問

酪
農
展
望

酪
農
支
援

　
　
　
経
営
規
模
の
拡
大
に

至
ら
な
い
個
別
経
営
体
の
効

率
的
経
営
の
支
援
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
町
内
の
酪
農
経
営
は
、

搾
乳
を
中
止
し
た
り
、
育
成

に
転
向
す
る
酪
農
家
が
増
え

て
き
て
お
り
、
基
幹
産
業
で

あ
る
酪
農
を
、
持
続
可
能
な

産
業
と
し
て
推
進
し
て
い
く

に
は
、
個
々
の
経
営
体
が
安

定
的
か
つ
効
率
的
な
経
営
が

持
続
で
き
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、「
酪
農
構
想
」

見
直
し
の
た
め
実
施
し
て
い

る
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

岩
手
県
が
実
施
し
て
い
る
県

内
酪
農
家
全
戸
訪
問
調
査
の

結
果
を
分
析
し
、
関
係
機
関

と
相
互
の
連
携
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
規
模
の
拡
大
に
至

ら
な
い
酪
農
家
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員

町
長

す
る
体
制
整
備
の
た
め
、
関

係
機
関
で
構
成
す
る
「
葛
巻

町
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
」
を
設
立
し
、
構
想
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
牛
舎
設
備
等
の

導
入
支
援
を
重
点
的
に
進
め
、

６
つ
の
経
営
体
が
新
築
牛
舎

を
、
２
つ
の
経
営
体
が
牛
舎

の
増
改
築
を
行
い
、
飼
育
頭

数
の
増
頭
が
図
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
生
産
資
材
等
価
格

高
騰
対
策
と
し
て
、
令
和
４

牧草とともに粗飼料となるデントコーン圃場

年
度
は
「
畜
産
生
産
資
材
価

格
等
高
騰
対
策
事
業
」
に
よ

り
酪
農
家
の
事
業
継
続
へ
の

支
援
を
行
っ
た
。

　
「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」

は
今
年
度
が
目
標
年
度
の
た

め
、
現
状
に
即
し
て
計
画
内

容
を
見
直
し
、
飼
育
頭
数
や

生
乳
生
産
量
の
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
家
畜

ふ
ん
尿
処
理
や
熱
源
・
電
源

の
供
給
施
設
と
な
る
「
畜
ふ

ん
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
」

整
備
も
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
町
の
管
理
す
る
町
道
、

農
道
、
林
道
の
路
線
数
、
延

長
キ
ロ
数
及
び
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
状
況
は
。

　
　
　
町
管
理
路
線
は
、
町

道
２
０
６
路
線
、
延
長
３
１

３
・
４
㌖
、
農
道
58
路
線
、

延
長
30
・
９
㌖
、
林
道
31
路

線
、
延
長
１
０
９
・
５
㌖
と

な
っ
て
い
る
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
状
況

は
、
職
員
が
定
期
的
に
道
路

巡
視
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

町
発
注
工
事
に
係
る
現
場
協

議
や
状
況
確
認
、
道
路
維
持

管
理
作
業
現
場
へ
の
移
動
時

巡
視
な
ど
、
他
業
務
に
併
せ

て
随
時
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
４
年
度
・
令
和

５
年
度
の
町
道
等
全
線
に
係

る
除
草
等
年
間
経
費
を
伺
う
。

　
　
　
除
草
作
業
に
つ
い
て

は
、
町
直
営
方
式
と
、
地
元

自
治
会
へ
の
委
託
方
式
に
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
自
治
会

へ
の
委
託
は
、
令
和
４
年
度

議
員

町
長

議
員

町
長

一般質問

柴
しば

田
た

　勇
いさ

雄
お

 議員

に
お
い
て
は
７
自
治
会
10
路

線
分
で
、
２
１
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
１

自
治
会
か
ら
受
託
で
き
な
い

旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
６
自

治
会
に
８
路
線
を
受
託
し
、

そ
の
受
託
費
の
総
額
は
１
５

７
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

　
な
お
、
町
直
営
方
式
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
路
線
の
経

費
に
つ
い
て
は
、
草
刈
以
外

の
道
路
維
持
補
修
、
河
川
維

持
管
理
な
ど
の
経
費
と
共
通

の
経
費
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
草
刈
作
業
分
の
み
の
経

費
算
定
は
出
来
な
い
状
況
に

あ
る
。

問

答

町 道 等 の 雑 草 対 策 は

適切な時期の除草に努める

町
道
等
道
路
管
理

特
産
品
販
売
促
進
事
業

除草作業前の町道高家領袖山線

　
　
　
本
事
業
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
経
済
低
迷
対
策
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
充
当
財

源
は
、
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
本
年
５
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
来
年
度
以
降
は
特
定

財
源
が
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

町
長

　
　
　
物
価
高
問
題
が
喫
緊

の
問
題
の
中
、
町
内
生
産
・

販
売
事
業
者
と
消
費
拡
大
喚

起
を
施
す
町
民
両
者
に
と
っ

て
も
、
メ
リ
ッ
ト
大
と
な
る

町
特
産
品
の
町
外
発
送
料
無

料
化
事
業
継
続
の
考
え
は
。

議
員

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
地

域
経
済
の
活
性
化
及
び
特
産

品
の
販
売
促
進
等
に
つ
い
て

大
き
な
効
果
が
あ
り
、
生
産

事
業
者
、
販
売
事
業
者
及
び

消
費
者
の
い
ず
れ
か
ら
も
好

評
で
あ
っ
た
。

　
事
業
の
継
続
は
、
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
回
復
状
況
や
、
地

域
経
済
の
状
況
な
ど
を
鑑
み
、

総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。


